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サツマイモヒサゴトビハムシのエンサイへの加害，
および国内における分布と単為生殖個体群の存在について

今坂正一 1)・石関　博 2)

1)〒 830–0037久留米市諏訪野町 1736-3
2)〒 902-0065那覇市壺屋 1丁目 7-9-203

Chaetocnema confi nis Crotch feeds on Ipomoea aquatica Forsk, with notes on the distribution in 
Japan and the population of parthenogenesis

Shôichi IMASAKA & Hiroshi ISHIZEKI

はじめに
ヨウサイ（ 菜）Ipomoea aquatica Forsk（ヒル

ガオ科）は貴重な夏野菜として沖縄で消費量が多
く，また本土でも「空心菜」あるいは「エンサイ」
という名称で，年々消費量が増え，栽培農家も多
くなっている（以後，本文中ではエンサイと記す）．
筆者の一人石関は，沖縄県中頭郡西原町翁長に
ある海生堂の実習農場において，エンサイの栽培
を行っている中で，サツマイモヒサゴトビハムシ
Chaetocnema confi nis Crotchの加害を確認したので
報告したい．なお，本種について，種子島産の標
本の検討を委ねられ，小濱（2010）の文献をご教
示頂いた鹿児島県農業開発総合センター大隅支場
の林川修二氏と，本種の沖縄における加害状況を
ご教示頂いた沖縄県病害虫防除技術センター上里
卓己氏，エンサイを加害する本種の写真（図 1–7）
を撮影して頂いた大木利明氏に感謝申し上げる．

エンサイ加害の経過
2011年 9月 28日にエンサイを播種した．10月

11日，約 12 cmに成長した段階で，葉上にサツマ
イモヒサゴトビハムシを発見した．その後，徐々
に個体数が増加し，多いときは，1株に 20～ 30
個体が見られた．その後 10月 24日までは葉上を
元気よく飛び回っていた．この間，本種の防除を
目的として，数回に亘ってニコチン液，木酢液，
ストチュウ（泡盛にニンニク，唐辛子，蚊取線香
を浸けて抽出した液），竹酢液，石けん水などを散
布したが，いずれも効果は認められなかった．

10月 28日以降は個体数が減少し，動きも鈍く
なって，1株に5～10個体が見られる程度であった．
10月 28日～ 11月 14日の間には個体数の増減は認
められなかった．11月 14日にエンサイを収穫し
て，食害の観察は終了した．本種は成虫越冬と考
えられているので，10月 28日以降，多くの成虫は，
越冬場所と見られる草の根際の土中などへ移動し

たものと推察された．なお，今坂は，これとは別に，
2008年 1月 21日沖縄県国頭村比地で，サツマイモ
葉上から 2個体の本種を採集しているので，沖縄
など暖かい地方では，一部の個体は冬の間も野外
で活動している可能性が高い．
今回，収穫して解ったことは，エンサイの発育

初期（草丈 20 cm程度になるまで）には，葉面積
が小さいため食害されると食害痕が目立つが，葉
面積が大きくなると食害痕は目立たなくなり，実
際に収穫してみたら広範囲で軽～中度の食害とい
う感じであった．それでも食害痕で見た目が悪く
なり破棄した葉は収穫物全体の 10％程度あった．
本種による食害は，葉の表面に多数の茶黄色のキ
ズ痕を残す．エンサイは料理として葉と茎を食べ
るので，このようなキズがあると商品価値が大き
く下がると思われる．このエンサイが売り物にな
るかどうかは微妙なところである．同時に観察さ
れた，サツマイモやヒルガオの本種による被害は，
葉一面が食害痕という集中的な食害（図 5, 6）で，
エンサイにはこのような被害は認められなかった．
沖縄県病害虫防除技術センター上里卓己氏のご教
示によると，本種の被害は 5年前ぐらいから報告
され，甘薯，エンサイ，ヒルガオへの加害が知ら
れている．また，Jolivet (2008)によると，本種はサ
ツマイモの茎と根も加害するようなので，注意が
必要である．

サツマイモヒサゴトビハムシの日本国内での分布
本種は，Jolivet (2008)によると，北アメリカ（ア

メリカ合衆国およびカナダ）原産で，サツマイモ
の害虫として知られ，sweet potato fl ea beetleと呼
ばれている．国内からは，Takizawa (1998)により，
その形態と共に，初めて沖永良部島と徳之島から
報告された．台湾やパラウからも記録されている
ようである．その後，国内からは，今坂・祝（2007）
が喜界島から，小濱（2010）がサツマイモの食葉



19さやばね ニューシリーズ　No.  5

SAYABANE N. S. No. 5 Mar. 2012

害虫のひとつとして，沖縄県玉城村（現・南城市），
具志川市，津堅島，久米島，石垣島から本種を「サ
ツマイモトビハムシ」として記録した．本種は，
国内のヒサゴトビハムシ属 Chaetocnemaの中では
最も小型（1.4～ 1.8 mm）で，前頭部の触角間が広
く，ほとんど隆起せずほぼ扁平になることで，属
内の別の種と容易に区別できる．
本種は国内では，発見されてから 10年ほどし
か経っていないため情報が少なく，従来農業関係
では，テンサイトビハムシ Chaetocnema concinna 
(Marshall)，あるいは，キイチゴトビハムシ 
Chaetocnema discreta (Baly)と誤認されて報告されて
いる可能性が強い．九州南部以南で，サツマイモ

の食葉害虫として，これらの種名が上げられてい
た場合，本種の可能性を疑ってみる必要があろう．
なお，2010年末には，鹿児島県農業開発総合セン
ター大隅支場の林川修二氏から，種子島産の本種
の同定を依頼され，つい最近も，同島西之表市産
の本種多数の同定確認を求められた．また，林川
氏はサツマイモに対する本種の加害状況や生態を
研究されている（林川，私信）ので，近いうちに，
その全貌が明らかになるものと期待している．

採集データおよび分布記録
本種はすでに離島のみならず九州本土南部にも

侵入しているようで，宮崎県から発見されている

図1–7．サツマイモヒサゴトビハムシの加害状況（1–6）と収穫したエンサイ(7)．1，エンサイ上での初観察（2011
年10月11日）；2，エンサイの栽培状況（同日）；3–4，エンサイの食害状況（同年11月7日）；5，サツマイ
モの食害（同年11月7日）；6，雑草のヒルガオの食害（同年11月7日）；7，11月14日収穫．
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（未公表）．さらに，今坂は 2005年に鹿児島県本土
で本種を採集しているので合わせて記録しておき
たい．

50♀♀，沖縄県中頭郡西原町翁長，4. XI. 2011，
石関　博採集 , 今坂同定・保管．256♀♀，鹿児島
県種子島西之表市，1–30. IX. 2011，林川修二採集，
今坂同定・保管．31♀♀，鹿児島県知覧町（現・南
九州市）平久保，1. XI. 2005（サツマイモ葉上），
今坂採集・ 保管．
以上まとめると，本種は現在までに，国内では
九州（宮崎県・鹿児島県），種子島，喜界島，徳之島，
沖永良部島，沖縄島，津堅島，久米島，石垣島か
ら記録されたことになる．

サツマイモヒサゴトビハムシと近似種との区別
参考のために，本種（図 8, 11）と，近縁のキイ

チゴトビハムシ（図 9, 12），テンサイトビハムシ
（図 10, 13）を示しておく（下段は頭部前面）．体長
比はほぼ図版に示したとおりで，テンサイトビハ
ムシはかなり大きい．また，キイチゴトビハムシ
はかなり細長く，上翅の側縁は平行である．最も
特徴的な触角間の部分は本種では特に広く扁平で，
触角孔の上部の溝も浅いことで，2種から区別でき
る．

日本産サツマイモヒサゴトビハムは単為生殖
国内から初めて本種を記録した Takizawa (1998)

は，検視個体に性を記入していない．当初，種の確
認のために，知覧町で自ら採集した 31個体を解剖
して雄交尾器の形態を把握しようと試みたが，雄交
尾器を有する個体はついに確認できなかった．また，
石関採集の 50個体，および，林川採集の 256個体
についても同様であった．これらは，全て越冬直前
と思われる秋季に，ホスト葉上で採集された個体で
あり，通常の種であれば，必ず雌雄が含まれている
と考えられる．
最近報告された Jolivet (2008)によれば，原産地と
考えられるアメリカ合衆国およびカナダ産には雌雄
が認められるそうである．また，中央・南アメリカ
の熱帯地方では雌だけで単為生殖をする個体群が知
られているらしい．そして，現在までに，ブラジル，
ガラパゴス，マダガスカル，モーリシャス，アフリ
カ南部，ニューカレドニア，インド，ベトナム，タイ，
琉球などに広がり，熱帯地方の個体群は全て雌の単
為生殖で増えているという．日本産もこれらの熱帯
経由の単為生殖個体群と考えられる．
日本産ハムシ類において，雄が見られず雌だけで

繁殖する単為生殖個体群の存在は，Isono (1990)で
は断言してはいないものの，イマサカアラゲサルハ
ムシ Demotina imasakai Isono，クシバアラゲサルハ

図8–13．サツマイモヒサゴトビハムシと近似種．8–10，背面図；11–13，頭部．8，11，サツマイモヒサゴトビハム
シ；9，12，キイチゴトビハムシ；10，13，テンサイトビハムシ．
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ムシ Demotina serriventris Isono，ヤクカサハラハ
ムシ Demotina elegans Chûjô et Shirôzu，アラゲサル
ハムシ Demotina squamosa Isono，ヒメアラゲサル
ハムシ Demotina vernalis Isonoの 5種について，雌
のみしか観察できなかったことを記録し，さらに，
カサハラハムシ Demotina modesta Balyについて
は，日本産では雄が見つからないにもかかわらず，
韓国産の雄を確認したことを報告している．今坂
も，フタモンカサハラハムシ Demotina bipunctata 

Jacoby，チビカサハラハムシ Demotina decorata 
Baly，マダラアラゲサルハムシ Demotina fasciculata 

Baly，コブアラゲサルハムシ Demotina tuberosa 

Chen，クロオビカサハラハムシ Hyperaxis fasciata 

(Baly)について，かなり多くの個体を解剖し，観察
してみたにもかかわらず，雄は確認できなかった．
これら日本産 11種については，単為生殖で繁殖し
ている可能性が大きい．その他の日本産ハムシ類
において，単為生殖が疑われている種は知らない
ので，本種は日本産ハムシ 12番目の，トビハムシ
亜科の種としては初めての単為生殖の例と考えら
れる．

サツマイモヒサゴトビハムシの加害植物
サツマイモヒサゴトビハムシがサツマイモを加
害することはよく知られている事実である．サツ
マイモにはアリモドキゾウムシをはじめとして，
多くの害虫が知られている．上記の小濱（2010）
においては，本種を含めて，食葉性のヒルガオハ
モグリガ，サツマイモホソガ，イモキバガ，サツ
マイモトリバ，エビガラスズメ，タイワンキドクガ，
コシロモンドクガ，ハスモンヨトウ，ナカジロシ
タバ，ホオズキカメムシ，アカハネオンブバッタ，
オキナワイモサルハムシ，タテスジヒメジンガサ
ハムシ，ヨツモンカメノコハムシなど 22種が挙げ
られている．
本種のサツマイモへの食害は，従来，体が小さく，

被害も目立たないので，ほとんど見過ごされてき
たのではないかと思う．ただ，同じ南方系のヨツ
モンカメノコハムシが，琉球全土をはじめとして，
この数年でほぼ九州全土に広がり，その原因とし
て一般消費者へのサツマイモの苗の頒布が疑われ
ていることなどを考え合わせると，今後本種もど
のような経路で広がるか予断を許さない．
今回，本種がエンサイを加害することを報告し

たが，サツマイモと異なり，エンサイへの加害は，
商品価値のある葉そのものを食害することから，
サツマイモよりさらに深刻である．また，Jolivet 
(2008)によれば，北アメリカでは，サツマイモに
近縁の野生・園芸アサガオ類をはじめ，テンサイ，
トマト，トウモロコシへの加害も確認されている
らしい．今回図に示したように， 野生のヒルガオ類
(種未同定 )を加害することも確認した．さらに多
くの植物を加害する可能性も考えられるので，今
後十分に，監視と駆除に努めていく必要があるも
のと考えられる．

引用文献

今坂正一・祝　輝男 , 2007. 喜界島で 2007年に採集した甲虫．
Satsuma, 57(137): 119–129.

Isono, M., 1990. A revision of the genus Demotina (Col., 
Chrysomelidae) from Japan, the Ryukyus, Taiwan and Korea. 
II. Jpn. J. Ent., Tokyo, 58(3): 541–554.

Jolivet, P., 2008. Sweetpotato Flea Beetle, Chaetocnema confinis 

(Coleoptera: Chrysomelidae: Alticinae). Encyclopedia of 
Entomology, Springer Science+Business Media B.V.10. 
1007/978-1-4020-6359-6_4491, John L. Capinera. （http://
www.bio-nica.info/biblioteca/Jolivet2008Chaetocnema.pdf）

小濱継雄 , 2010. 沖縄県におけるサツマイモの食葉性害虫 . 沖
縄県農業研究センター研究報告 , (4): 27–31.

Takizawa, H., 1998. Notes on Japanese Chrysomelidae (Col.). Part 3. 
Elytra, Tokyo, 26(1): 217–222.

（2011年 12月 21日受領，2012年 3月 5日受理）

編集委員会からのお知らせ

さやばねニューシリーズ発刊から 1年が経過しました．皆様のお陰で様々な原稿が集まり，定期刊行が
できております．1号に示しました投稿規定について，以下の変更を行いたいと思います（下線部が変更点）．

7．著者には，無料で電子版別刷（PDFファイル）を配布する．加えて原著論文もしくは報告・解説の場合
は2冊，短報の場合は1冊を，通常の冊子に加えて著者に渡す．印刷版の別刷は作成しない．



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.7
  /CompressObjects /All
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 200
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.00000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 200
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.00000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 300
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.00000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile (None)
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

    /BGR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>
    /GRE <>

    /HRV (Za stvaranje Adobe PDF dokumenata najpogodnijih za visokokvalitetni ispis prije tiskanja koristite ove postavke.  Stvoreni PDF dokumenti mogu se otvoriti Acrobat i Adobe Reader 5.0 i kasnijim verzijama.)
    /HUN <>
    /ITA <>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>
    /RUM <>
    /RUS <>
    /SKY <>
    /SLV <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>
    /UKR <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [200 200]
  /PageSize [515.906 728.504]
>> setpagedevice


